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あるのではないかと思います。校長先生方が自分

の学校の職場風土･同僚性を評価する時、何を根

拠にどんな観点で評価するのでしょうか。

一例を挙げてみると、職場の「同僚性」の概念

については、研究(2020 年 西永・藤原)により

次の８つの観点に整理され、紹介されています。

１「共感性」…… 相手の気持ちにより添う関係

２「節度性」…… なれ合いにならない関係

３「真摯性」…… 共に誠実に職務に取組む関係

第 ９ 号 令和４年 ７月 ６日
４「連携性」…… 相談し、連携し合う関係

５「建設性」…… 建設的な議論ができる関係
発行人 会 長 井上 久仁夫

６「進歩性」…… 組織の活性化を図る関係

７「互助性」…… 助け合い、問題や悩みを軽減

助け合い、連携してよりよい学校経営を ・解決できる関係

８「快適性」…… 喜びを共有する和やかな関係

東西しらかわ小学校長会長 井上 久仁夫

（白河市立白河第二小学校長） 上記８観点で自校の同僚性を振り返ってみる

今年度、本支会は１市４町４村３４名の会員で と、強みと弱点が見えてきます。また、組織の中

組織されています。昨年度末に信夫一小・信夫二 でそれぞれの雰囲気作りに多大な貢献をしている

小・大屋小が統合し、大信小学校として新たなス 教職員も見えてきます。

タートを切りました。会員は、２名減となりまし 教職員のメンタルを支える『１共感性』『４連

たが、新任者９名を含む１２名の新会員を迎え、 携性』『７互助性』についてみてみると、教師は

支会としての活動をスタートさせることができま 「共感し、相談を受ける」力を身に付いているこ

した。 とが多い反面、いざ悩みを抱えた時に自分から「相

さて、世界に目を向けてみると、終わりの見え 談」することが苦手な人が多いというデータもあ

ない戦争が続き、日々生命の危機を感じて生活し ります。その要因としては、自分の力量不足と思

ている国々がありますが、学校現場での感染症と われる不安や多忙化の中での遠慮などがあげられ

の戦いも未だ先が見えません。感染予防策による ています。また、プライドが邪魔をして相談でき

影響が、学習活動の制限・体験活動不足・運動量 ないとった自尊心の問題、コミュニケーションス

の低下等、様々なところに現れ始め、子どもたち キルの問題も指摘されています。私たち管理職に

を取り巻く環境は大きく変化しています。 は、教職員１人１人の特性をしっかり捉え、相談

この２年あまり、私たちは地教委の指導を受け、 することが苦手な人も多いことを理解し、コロナ

みんなでアイデアを出し合い、連携を深めながら 禍で減少した懇親の場を意図的に設定するなどの

「子どもファースト」という共通した理念に立っ 工夫が求められていると思います。

てそれぞれ工夫した教育活動を進めてきました。 名城大大学院の木岡一明教授は、「理想の学校

振り返ってみると、ＩＣＴ導入による授業改善は 組織は『石垣』のような組織」といっています。

もちろん、このピンチを教育活動見直しのチャン 石垣は、一見バラバラな形や大きさの石が組み合

スとして捉え、カリキュラムマネジメントや働き わさっていますが、それぞれがバランスをとり、

方改革の視点から、様々な変革を断行した学校も 力を分散させているからこそ何百年も崩れないの

あります。 だそうです。学校組織も、そして本支会も石垣の

各校において、教職員が一丸となりこの危機を ような組織でありたいと思います。気軽に相談し、

乗り越えようと日々努力してきたことは、職場の 助け合い、連携しあってよりよい学校経営をして

よい風土作り・同僚性の高まりに寄与した部分も いきましょう。１年間よろしくお願いいたします。
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大木のように マージナル・ゲイン

白河市立白河第四小学校長 舟木 裕子 白河市立小田川小学校長 渡邉 誠

４月中旬。赴任した白河第四小学校の校庭の桜 ６年ぶりの県南地区での勤務となり、私は感激

が見事に咲きほこりました。満開の桜の木の下で しております。派遣教員として３年間、棚倉小学

喜々として遊ぶ子ども達。子ども達の「校長先生、 校に在籍していましたが、東西しらかわ小学校長

こんにちは。」という元気な挨拶を聞きながら、 会の皆様には、当時から多くの示唆に富むご指導

ゆっくりと校庭を歩くと、なんと大木の多いこと。 を賜り、深謝しています。特に、教頭昇任に向け

サクラの木もさながら、スズカケ、ネムノキ、ケ ての面接練習では、夕方以降の遅い時間帯にもか

ヤキ・・・見事なまでの大木がまっすぐに空に向 かわらず、白河第二小学校にて親身になってご指

かって伸びているではありませんか。大木たちの 導を賜りましたことは貴重な財産であり、今も鮮

幹は太く、枝はしなやかに伸び、少し控えめに葉 明に覚えています。そんな私が、先日、東西しら

を揺らしながら、“子どもたちにとって、楽しく学 かわ小中学校教頭会の実務研修会の講座を担当さ

びがいがある学校を目指してがんばってください せていただきました。

ね。”と未熟な私に語り掛けているようでありま さて、本県では、令和４年度より「学びの変革

した。 推進プラン」がスタートしました。特に、施策２

５月。葉桜の頃が過ぎ、新芽が一気に芽吹き、 「学校の在り方の変革によって教員の力、学校の

校庭の周りの木々は青々しさが増してきました。 力を最大化する」に着目してみると、ここ数年来、

子ども達の運動会での応援合戦の堂々とした声を 各校では、「働き方改革」が進められてきました。

聞いていると、教職員が「校長先生、白河四小の 本校でも同様で、「無理・無駄の削減」「学校行

子ども達は、素直で何事にも真剣に取り組むこと 事や教育活動の精選」等、今年度の教育課程に反

ができる、そして優しい子ども達なのです。」と 映されています。

そっと教えてくれました。 一方、最も大事にしなけれなならないことは、

６月。大木たちは既にそこに居るのが当たり前 「子どもファースト」の考え方だと思っています。

だというように、５月にも増して堂々とそびえ立 教師には、困難であったとしても、時間がかかる

っています。緑の葉は青々と生い茂り、枝は、雨 ものであったとしても、やらなければならない仕

に打たれてもたおやかに力強く、いつにも増して 事が必ずあります。そこは教師の仕事の生命線で

自慢げに。朝夕、横断歩道に立ってくださる見守 ありますが、「働き方改革」という看板のもと、

り隊の方が、「校長先生、毎日、白河四小の元気 困難や時間がかかるという理由だけで、スクラッ

な子どもたちから、私達は元気をもらっています プされている業務がないかどうか、校長として見

よ。」と、私に笑顔で話してくれました。 極めていきたいと考えています。併せて、子ども

この地域、子ども達、教職員のために、私は強 たちにとって、本当に必要な教育活動であるかど

く思うのです。 うかという教育効果を全職員で十分に検討してい

『大木の幹のように、まっすぐにぶれない校長で きたいと思っています。

ありたい、大木の枝のように、たおやかに、あら 「やらないよりはやった方がいい。」もちろん

ゆることに柔軟に対応できる校長でありたい。大 そうです。誰かが受益者になるのですから。しか

木の葉のように、子ども達の心を揺さぶることの し、時間も資源であり、新旧様々な業務との兼ね

できる校長でありたい。そして、大木のようにま 合いの中で、「時間対効果」はどうなのかを考え

っすぐに白河四小を成長させていきたい。』 てみる必要もあります。私は、これからも「小さ

若輩者の私ですが、懸命に努力してまいります な改善の積み重ねによる大きな目標達成（マージ

ので、校長会の皆様、ご指導をどうぞよろしくお ナル・ゲイン）」を続けていきます。

願いいたします。余談ですが、４月には白河四小 東西しらかわ小学校長会の皆様には、今後とも

に花見にいらしてください。満開の桜の大木たち ご指導ご助言をいただきますようお願い申し上げ

が出迎えてくれます。 ます。
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気持ち新たに 本日は誕生日 解り合うこと

西郷村立川谷小学校長 児玉 剛明 白河市立表郷小学校長 佐藤 康二

今回の人事異動で、初めて小学校に勤務するこ ３３年間の教師人生において、２回勤務した学

とになりました。今、現在でもそうですが、採用 校が２校ある。一つは、教諭として７年、教頭と

校種である中学校との違いをあらゆる場面で感じ して４年勤務した白河第一小学校。もう一つが、

ています。 教諭として５年、そして、この４月から校長とし

着任すると、大変まじめな先生方、純粋な子ど て勤務している表郷小学校である。

もたち、あたたかい保護者の方々、何かあったら どちらも、以前勤務したことで、その時の保護

すぐに駆け付けてくれる地域の皆様との出会いが 者や地域の方々とのつながりがあり、２度目には

待っていました。日々、自身の責任の大きさをひ 大変ありがたく感じた。そこで、改めて思ったこ

しひしと感じているところです。 とは、やはり、学校という職場、教師という職業

本校の入学式は、小学校と中学校、合同で実施 は、保護者や地域の方々に支えられているという

します。６歳の新入生にも分かり、１２歳の新入 ことだ。学校が保護者や地域のことを考えずに、

生の心にも響くような式辞とはどんなものだろ 独自に行う教育活動はあり得ないし、そういう活

う？かなり考え込みましたが、その時間は、なぜ 動は、結果的に子どものためにならないのかもし

か楽しく、ワクワクするものでした。 れない。学校がどういう教育をしていこうと考え

式当日、目をキラキラさせた５名の小学１年生、 ているのか、保護者や地域の方々には理解しても

そして、緊張感を漂わせた１０名の中学１年生の らう必要がある。コロナ対応も同じだ。学校とし

入場を見ながら、私は自然と笑顔になりました。 て、どういう対策をし、状況の変化にどう対応し

あれから毎日、子どもたちに感動させられていま ていくのか、事前にお伝えし、理解してもらえれ

す。学校ではとことん自己肯定感を高めてあげた ば、どう状況が変わろうとも、バタバタしない。

い、そう思って学校経営に当たっています。 そういう関係を築くことで、地域と共に充実した

初めての校長職、小学校勤務、中学校長との兼 教育活動ができるのだと思う。

務…と戸惑うことは少なくありませんが、初めて そして、常々、先生方にも言っていることは、

だからこそ自身の感性に触れることがあると思っ 保護者は我々の敵ではないということ。むしろ、

ています。学びの主体である子どもたちを主眼に 逆で、子どもの健やかな成長という、共通の目的

置き、小中一貫で行う義務教育９年間のすべてを、 を持った同志であるということ。そういう認識で

３６５日、見て、考えて、実践して、そして、さ 保護者と向き合うと、必要なのは、お互いの思い

らなる高みに到達できるように改善を図る。素晴 をしっかりと伝え合うことだと気付く。子どもへ

らしい機会を与えていただいたと思っています。 の指導の意図を誤解されては、不信感につながり、

本校に集う子どもたち、先生方、保護者や地域 逆に、理解してもらえれば応援して頂ける関係に

の皆様にとって、充実した日々が送れるよう、一 なる。

丸となって誰一人取り残さない学校づくりに邁進 それは、保護者だけの話ではなく、教師と子ど

していきたいと思います。 もたちの関係も同じだ。４月に出会い、それぞれ

東西しらかわ小学校長会の先輩方には、常々、 がお互いのことを知り、理解し、どういう思いで、

様々な面で温かく貴重なご助言をいただき、感謝 日々過ごし、これからどうしていきたいと考えて

の言葉しかありません。今後とも、ご指導ご鞭撻 いるのか、そういうことを６週間かけて解り合う

のほど、よろしくお願い申し上げます。 ことで、目指す学級作りのベースが築かれ、そこ

最後に余談を少し。本日７月６日は私の誕生日 で行われる授業作りの核ができる。だから、そう

で、今年は阿武隈川を通じて交流している仙台市 いう関係作りを抜きにしては、何もうまく行かな

立荒浜小学校を本校にお迎えしての出会いの会が いということを、先生方には伝えている。それは、

予定されています。これまで以上に、思い出に残 校長として、先生方との関係作りに努力している

る５２回目の記念日になりそうです。 か、という自戒を込めてである。
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「みんな笑顔の学校」を目指して あかるく やさしく めあてをもって

白河市立釜子小学校長 大西 健夫 中島村立吉子川小学校長 酒井 賢司

「白河市立釜子小学校です。」 私の校長としての１日は、学校の周りの田園風

赴任先を告げられ、とても不安になったことを 景の移ろいを五感で味わい、清々しい気持ちで朝

今でも覚えています。初めての小学校、初めての の交通指導をすることから始まります。

県南地区、そして初めての単身赴任と「初めてづ 子どもたちの「安全な登校」のために行ってい

くし」の校長職拝命でした。 る朝の交通指導ですが、地域の様々な方から声を

「最初の職員会議で何を話そうか」 かけていただけるようになりました。「学校から

「子どもたちとの関わりはどうしたらいいか」 歩いてくるのは大変だから、車で来てうちの駐車

など、不安ばかりを考えていたところ、以前教頭 場に車をとめていいよ」「新しいバイパスができ

として仕えていた校長先生からメールが届きまし たから、あの班の通学路は変えた方がいいよ」「今

た。そのメールには 度の運動会、入場制限があるようだけれども、孫

「大丈夫！気負わず自然体で。」 の最後の運動会だから、何とかならないかね」「こ

「校長職を楽しんで！」 のあたりの田んぼ、使ってもらってもいいよ」等

とのメッセージ。そのメッセージのおかげで一気 々…、本当にたくさん声をかけていただいていま

に肩が軽くなりました。 す。全ての言葉に応えることはできませんが、地

職員会議では、「自分の弱みは小学校勤務が初 域の方々が学校へ寄せる思いや気持ちを聞くこと

めてであること、強みは義務教育のゴールの姿を ができる貴重な時間、学校経営上の大きなヒント

知っていることです。だから弱みの部分は先生方 をいただくよい機会となっています。

の力を貸してほしい。」と先生方に伝えました。 本校の校歌や校章、教育目標、学習発表会の名

子どもたちには、「校長先生はあいさつができる 称等、あらゆるところに「あやめ」が登場します。

子が大好きです。あいさつは苦手だけどがんばっ 先日は地域の方より「学校にあやめを寄贈させて

てあいさつをしようとしている子も大好きです。」 ください」との申し出をいただきました。校地に

と伝えました。「知らないおじさん」だった私も あやめは植栽されているものの、わずかな株数。

今では「校長先生」と認識されつつあり、子ども ありがたい申し出をお受けすることにしました。

たちも元気にあいさつできるようになっていま すると早速、地域の方々が数名で来校し、あやめ

す。 を植える場所の草取り等の下準備から植栽までを

本校では、「子ども、保護者、地域、教職員 手際よく行ってくださいました。あやめのお礼と

みんな笑顔の学校」を目指して教育活動に取り組 ご自宅を訪問しようとしたところ、自宅の外壁に

んでいます。先生方には迷ったり、悩んだりした 「吉子川小 運動 勉強がんばれ」との立派な横断

ら「みんな笑顔」になれるかどうかを判断基準に 幕が掲げられていました。校長として、学校を応

してみたら、と話しています。四者が同時に笑顔 援してくださる思いに感謝するとともに、しっか

になることは難しいかもしれませんが、やはり目 りと応える学校経営をしていかなければならない

指すべき目標としたいと考えています。 との思いを、改めてもつことができました。

先生方と対話をし、本校の強みや弱みも見えて 新型コロナウイルス感染症への対応はまだまだ

きました。学区内を歩いたり、地域の皆さんと対 油断ならない状況が続きますが、１日でも早く、

話をすることで釜子小や児童に寄せる思いを感じ コロナ収束の「よい便り（あやめの花言葉）」が

ることができました。少しずつではありますが、 届くことを心より願っております。

保護者や地域の皆さんと協働して取り組み始めて 東西しらかわ小学校長会の皆様には、何かとお

います。これからも「子ども、保護者、地域、教 世話になります。地域の子どもたちが希望をもっ

職員 みんな笑顔の学校＝地域と共にある学校」 て学校生活が送れるよう尽力したいと思います。

を目指して、微力ながら努力してまいります。ど どうぞよろしくお願いいたします。

うぞよろしくお願いいたします。
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３か月を過ぎて思うこと 認め合う 学び合う 鍛え合う

矢吹町立中畑小学校長 渡部由美子 矢吹町立善郷小学校長 髙木 徹

４月から校長職としてのスタートを切り、自分 「認め合う 学び合う 鍛え合う 感性豊かな

の立ち位置に日々戸惑いながら、３か月が過ぎよ 善郷っ子」これは、善郷小学校の教育目標です。

うとしています。 私は、この教育目標の中の「合う」という言葉

毎朝、校門前の横断歩道で子どもたちの登校を が、学校教育の大切な部分を表現していると思い

見守ってくださる地域の方がいることを心強く感 ます。コロナ禍の中、子ども達が学校に来られな

じながらスタートを切った４月。 い期間があり「学校」の大切な役割が改めて確認

運動会前の環境整備として行われた奉仕作業。 されました。それは、多様な個性や価値感を持っ

雨のため草刈りができず、学校内の窓みがきにな た子ども達が互いに学び合い、共に教育活動を行

ってしまった時、奉仕作業終了後に、ＰＴＡ役員 う中でたくさんの経験を積みながら、心身共に育

の方から、 っていくことです。

「草刈りも必要ですよね、役員中心にボランティ 「合う」という言葉は、一人では成立しません。

アを募って明日の朝やります。」 自分以外の相手がいて、初めて成立する言葉です。

とのお言葉をいただき、子どものため、学校のた 友だちと一緒に学ぶことができる場所が学校であ

めに、協力・労力を惜しまない保護者の方々に支 り、みんなが一緒に学ぶからこそ高められる学び

えられて学校経営が行える幸せと喜びを感じた５ があるのです。そのことを大切にしながら、善郷

月。 小学校の教育目標の具現化に向けて、教職員と子

そして、運動会や鼓笛パレード、えとの森マラ ども達、保護者や地域の方々とともに頑張ってい

ソンや６００ｍ走記録会など、それぞれの行事に きたいと思います。

向けてしっかりと目標を立てて真剣に臨む子ども また、善郷小学校のめざす子どもの姿は「笑顔

たちの姿に、「自分も目標をしっかりともってが であいさつ、気づき、考え、行動できる、感性豊

んばらなければ」とより一層のやる気を掻き立て かな子ども」です。気持ちの良いあいさつが学校

られた６月。 の文化となるように、日々頑張っています。ある

この３か月間の様々な出来事を通して、とても 日、あいさつがよくできる児童に「なぜ、そんな

真っ直ぐで一生懸命な子どもたちと、協力的な保 に上手にあいさつができるの？」と尋ねたところ

護者・地域の方々のために、自分にできることは 「あいさつをすると気持ちが良くなります。あい

何かを常に考え、行動していかなければならない さつをしないと落ち着きません。信用がなくなる

と思いました。 ような気がします。」という答えが返ってきまし

その第一歩として、まずは、これからの未来を た。この児童にとって、あいさつはすでに文化と

担う子どもたちが、変化に柔軟に対応し、未来を切 なっているなと感じました。児童の中には、「髙

り拓くたくましさを身に付けることができるよう、 木徹校長先生おはようございます」と名前を呼ん

子どもたちが主体的に活動し、活躍できる場をたく であいさつができる子もいます。あいさつは、コ

さんつくりながら、子どもたちを認め、励まし、寄 ミュニケーションの始まりとも言われます。気持

り添う姿勢でかかわっていく学校経営を行ってい ちのよいあいさつは、社会人としてよりよく生き

けたらと思っています。 るために必要なことでもあります。

そして、様々な経験を通して得た自信を胸に、 気持ちのよいあいさつを交わし合える、みんな

失敗を恐れずチャレンジし続ける子どもたちを育ん で学び合い、高め合い、鍛え合える、笑顔あふれ

でいきたいと思います。 る善郷小学校をめざして学校経営を進めていきた

末筆ながら、この３か月、わからないことや戸惑 と思います。よりよい善郷小学校をつくるために

うことに対して、優しくご助言くださいました校長 も、東西しらかわ小学校長会の皆様からのアドバ

会の皆様に感謝いたしますとともに、今後ともご指 イスをいただき、協力し合って学校経営を楽しみ

導とご鞭撻をお願い申し上げます。 たいと思います。
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泉崎第一小学校に赴任して 出会いに感謝

泉崎村立泉崎第一小学校長 原田 知幸 泉崎村立泉崎第二小学校長 黒澤 謙悟

新任校長として北会津地区に赴任し、３年間の 今更青臭いことを言うようですが、管理職にな

勤務を経て県南地区に参りました。東西しらかわ っていなかったらこれほど多くの人と出会うこと

校長会には、かつて同じ学校で勤務をしたり、小 や違った環境で仕事をすることはなかったと思い

教研等でお世話になったりした先生方も多く、温 ます。美術教師は、小規模校への異動が困難で、

かく迎え入れていただきましたことに心より感謝 ほぼ大規模校か中規模校を異動し、へき地経験も

しております。今後ともどうぞよろしくお願いい なかなかできません。そんな中、新任教頭で赴任

たします。 したのはある地区の中学校併設の小さな小学校で

泉崎村では「泉崎っ子宣言」を掲げ、幼稚園、 した。児童生徒数一桁という学校は、中学校美術

小学校２校、中学校合わせて３校１園が連携して 教師では経験できない学校でした。ここでは、児

教育を進めています。 童生徒、地域の方々はもちろん、校長先生はじめ

泉崎一小は児童数２０２名、創立１４８年の伝 多くの先生方との出会いとともに、同じく昇任し

統ある学校です。集団登校では、１年生の歩調に てきた教頭同士の出会いもありました。特に、事

合わせて班員がゆっくり歩き、元気にあいさつを 務職未配置校の教頭先生方とは、互いの苦労を分

しています。交差点で止まってくれたドライバー かち合える同志でした。また、事務職が未配置の

には班長が深々とお辞儀をして列に戻ります。ま ために、お世話になった事務研の方々との出会い

た、村の敬老会で組織する「スクラム隊」の皆様 も視野を広げる大きな出会いでした。

は、子供達の登下校の見守りに当たってくださっ そして、今年度新任校長として、ここ県南の地

ています。学校から離れた現場での子供達や地域 でお世話になることになりました。初めての県南

の皆様の姿からも、村全体としての取り組みが根 地区、そして、新任教頭以来の小学校。また多く

付いていることを実感しています。 の方々との出会いの機会を頂きました。

今いる泉崎村は、古墳などの遺跡が多く、古く

から人々が生活していたことがわかります。特に、

関和久官衙遺跡からは、１３００年前から約２５

０年にわたって郡役所が置かれていたことがわか

る由緒ある土地です。そして、泉崎第二小学校に

は、子どもたちのために日々一生懸命に教育活動

を行う先生方、純朴で素直な子ども達、温かく協

校長室には、明治３１年よりお勤めになった第 力的な保護者、地域の方々がいます。この新たな

４代校長を始め、４０人の歴代校長の顔写真が掲 出会いにも感謝したいです。

げられています。“先輩方”の写真を見ながら、 このようにしてみると、今の自分があるのは多

ふと「校長は方針を示し、あとは先生方に任せる。 くの人たちとの出会いからよい影響を受け、その

（校長の）存在感はなくていい。」と言葉をくだ 時々に支えてくださった方々がいて頂いたお陰だ

さった先輩の校長先生を思い出しました。その言 と改めて感じます。こんなに有り難いことがある

葉には“教育目標達成に向けて先生方、子供達、 だろうかと最近しみじみと思います。これからは、

地域のよさを引き出し、どうマネジメントして学 この県南の地で、新たな出会いの中から自分がで

校運営をしていくかは校長次第”という意味を伏 きることは何かを日々考え、実践していくことが、

せ込んで教えていただいたのだと思っています。 自分に与えられた使命あると感じています。校長

令和の今日まで“先輩方”が引き継ぎ、築き上げ という立場で、どれだけのことができるかは分か

てきた歴史の重みを感じつつ「誰もが通いたい・ りませんが、何かしらのよい影響を残すことがで

通わせたい学校」づくりを目指していきます。 きるように努力していきたいと思います。今後と

もご指導のほどよろしくお願いいたします。

「泉崎っ子宣言」

(い) いつも元気に 笑顔であいさつします！

(ず) ずっとみんなで仲良く 助け合います！

(み) 自ら学び よく考えます！

(ざ) 最後まで あきらめないでがんばります！

(き) 絆を深め ふるさとを大切にします！
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「地域を知ること」 鮫川ならではの学校経営を目指して

棚倉町立社川小学校長 数間 浩行 鮫川村立鮫川小学校長 大塚 欣之

「毎朝子どもたち、元気に挨拶してくれるんよ」 新任校長として赴任するにあたり、４月最初の

「毎年、運動会で校歌を聴くのが楽しみで。今年 職員会議で何を話そうか悩んでいるとき、ある先

の運動会は鼓笛もやりますか？」登校班の集合場 輩から「最初の話は簡単にして、赴任した学校に

所に向かう途中、地域の方に声をかけられる。月 はどんな特色があるのか、どんな課題があるのか、

に一度、黄色の旗を持ちながら登校班に加わらせ 地域の願いは何なのかを理解してから、具体的な

てもらっているが、車の風圧、風の匂いや強さ、 学校経営方針を示した方がいいよ。」とアドバイ

地域の見守りボランティアのありがたさ…様々な スをいただきました。結局、いろいろ悩んだ結果、

ものを体感することができる貴重な時間だ。「お 校長としての初めの言葉だからと自分の少ない知

はようございます。今日は福井（地区名）まで来 識から学校の経営方針をそれなりに話したのです

ちゃった。一緒に登校させてね。」屈託のない笑 が、今考えると、先輩の話の通り、どの学校にも

顔で応えてくれる子どもたちとたわいもない会話 当てはまる一般的な話になってしまい、鮫川小の

をしながら歩く３０分間は、私にとって、なくて 実態に合った内容ではなかったように思います。

はならないものとなっている。 それから２か月が過ぎ、学校と地域の実態がよ

再び棚倉町に赴任するにあたり、諸先輩方から うやく見え始めてきた今、鮫川小の一番の特色は

多くの言葉をいただいた。「立場が異なれば、見 「さめがわ学」ではないかと思っています。

えてくる物が違ってきます。前回の経験を生かし 鮫川小では、地域の特色を生かした様々な体験

て力を発揮してください。」「地域を知ることが 活動を中心とした学習を通して、地域への愛着を

大切。棚倉の歴史を調べ、地域の方とたくさん会 深め、自分の生き方について考える学習を行って

話をしてみなさい。」「毎朝同じ場所で立哨指導 います。この「さめがわ学」には、多くのボラン

することも大切だが、登校班に交ざって一緒に歩 ティアティーチャーと村の地域コーディネーター

くと様々なことが見えてきます。」…今見る社川 に積極的に関わっていただいています。先日行っ

地区の空の青が、棚倉中勤務時代に見えていた空 た顔合わせ会では、10 名を超えるボランティア
の青とは少し違って見える理由は、諸先輩方から ティーチャーの方と、村のコーディネーター、教

いただいた言葉の中にヒントが隠されているのか 育委員会担当者、そして全職員が一堂に会し、今

もしれない。毎朝の３０分間は、各地区の特徴や 年度の「さめがわ学」の進め方を確認しました。

校舎外での子どもの姿、地域の方々の温かさ等を 鮫川村は人口３０００人余りであり、過疎化が問

肌で感じる時間であり、先輩方のお言葉が心底身 題となっています。そんな中、地域の方が語って

にしみる時間でもある。 いたのは、「子どもたちが将来鮫川村に残るかど

昨今、「地域と共にある学校づくり」が注目さ うかではなく、たとえ鮫川から出ても、故郷を誇

れている。これからの厳しい時代を生き抜く力を りに思い、心が鮫川とつながっていてほしい。」

育成するために、本校では、本年度育成すべき資 という願いでした。地域の皆さんの鮫川への愛情

質・能力を「かかわる力」（人間関係形成・社会 と子どもたちへの熱い思いに触れた思いがして、

形成能力）「ふるさとを愛する力」としている。 感動しました。今、私は、校長として、子どもた

学校と地域とが連携・協働を図りながら資質・能 ちが鮫川村に愛着をもち、そして自分はどのよう

力の育成を図り、「ふるさとを支え、たくましく に生きていくべきかを考えるキャリア教育の機会

生きる人材の育成」に尽力していきたい。「玉野 として、「さめがわ学」に重点的に取り組む必要

の堰にさらさらと 流れてつきぬ社川 ゆたかに 性を感じています。このことは、地域の実態を踏

みのるふるさとの 恵みの土に風かおる」本校校 まえた具体的な学校経営方針として、先生方にお

歌の一節である。諸先輩方にご指導いただきなが 示ししたいと思っています。

ら、さらに地域を知り、地域とともに歩んでいき 東西しらかわ小学校長会の皆様には大変にお世

たい。 話になりますが、よろしくお願いいたします。


